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　　　　　　　　　　　　　　　　　概　　　　　要

　前の論文5〕では空胴共振器の管壁損失を，共振器への入力，出力結合回路での電力反射率，

電力透過率を直接測定して求めた。

　ここでは電力反射率を㎎WRの測定から求めないで，電力透過率の測定と空胴共振器の

則方での電力定在波の最大値と空胴共振器の後方での電圧波振幅との比を求めて，関係式か

ら㎎WRを算出して電力反射率を求め，緒合回路が及ぼす空胴共振器の減衰を求める方法

を採用した・なお3cm波でのTE012モードとTE013モードの各々の減衰に対応するρ値の

測定から空胴共振器の構造上から起因する減衰を消去して，空胴共振器管壁損失を求めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　1。緒　　　　　言

　マイクロ波一定周波数でのマイクロ波定数の測定精度を高める場合，空胴共振器の管壁損

失を精度よく求めることは極めて大切である。この場合空胴共振器への入力回路，出力回路

に起因する減衰を考慮に入れるばかりでなく空胴共振器の構造上から起因する減衰をも考慮

する必要がある。そこで，一定周波数で共振している空胴のTE012モードと皿013モードい

ずれも構造上から起因する損失はその相違を無視できるものとして，それぞれに対応するρ

値を式の中に導入し消去する方法を採用して，空胴共振器管壁損失をより高い信頼度で求め

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　2、算　　出　　式

　空胴共振器の回路理論2〕3）によれば，共振器への入力側に結合した導波管による損失に対

応するρをρ1，出力側に結含した導波管による損失に対応するρをρ2，空胴共振器管壁損

失に対応するρをρ0，空胴共振器の構造上から起因する損失に対応するρをρ勿とすると

き
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　　　　　　　　　　　　　1　　1　　1　　1　　1
　　　　　　　　　　　　一＝　　十一十一十一　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　　ρZ　ρ。ρκρ1ρ2

共振の場合の電力反射率をR，電力透過率をTとするとき

　　　丑＝（1－2ρ1二／ρ1）2　　　τ＝4ρ2／ρゴρ2　　　78灰亙＝（1＋〉R）1（1一〉丑）　（2）

一方

　r＝4岬／刈2r2／（1＋ア）2　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（3）の関係式がある。

ここに五，逓，rはそれぞれ空胴共振器の則方での電圧定在波の最大値，空胴共振器の後方で

の電圧波振幅，空胴共振器則方での㎎W眠である。

　TE012毛一ドでのρoを次ぎの如く表わすことができる。

　　　　　　　11ρ。＝（δ／α）（去λ83ゐ2＋2αβ至）／［吾λg・3（β妻十居2）コ　　　　　　　　　　（4）

　　　　　　　　　　〉坐

ここに　1一鴛吋β・一判・廿ア
δが空胴共振器の求める管壁損失定数である。

　　　　　　　　　　　　　1　　1　　1　　1　　1
　TE012モードでは　　　一＝一十　　十一十一　　　　　　　　　　　　ρ工　ρ。ρ”ρ1ρ2

　　　　　　　　　　　　　1　　1　　1　　1　　1
　皿013モードでは　　　7r＝7ア十77＋7ア十7ア　　　　　　　　　　　　ρ五　ρ0α　ρ1ρ2

　　　　　　　　1／ρo＝（差λ〆2居2＋2αβ葦）δ1α／［去λ〆2（β萱十ゐ2）コ

　　　　　　　　1／ρ6＝（吾λ〆3居2＋2αβ至）δ／α1［舌λ〆3（β至十ゐ2）

α：

σ：

μ：

μO：

ω：

λ：

λ。：

λ。：

円筒空胴共振器の半径

共振器内壁金属の電気伝導率

共振器内壁金属の透磁率

真空透磁率

角周波数

自由空間波長

管内波長

遮断波長

（5）

（6）

（7）

（8）

　　　　　　　　　　　　　　　　3。測定結　果

測定に用いた空胴共振器は管壁黄銅の上に銀メッキしたもので直径蝸．4㎜の円筒空胴，

入カ回路に22．8㎜×1OO㎜の短形導波管を，また出力回路にも同じ寸法の短形導波管で

緒合した。空胴共振器との緒合窓は約直径5m血の円孔である。なお出力導波管には単向管
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を接続した。電力透過率τの測定には出力回路側に空胴共振器と単向管との間に定在波比

測定器を挿入し，その出力でのマイクロアンメータの示針の振れが，空胴共振器を除去して，

入力回路導波管と直接接続したときのアンメータの振れと等しくなるように減衰器の目盛を

調節した。その目盛の値から電力透過率丁を算出した。なを共振の時の㎎WRは空胴共

振器の則方に定在波比測定器を挿入し，その定在波出力でのマイクロアンメータの最大値と

空胴共振器の後方の定在波比測定器の出力のマイクロアンメータの続みから空胴共振器の出

力側の電圧波振幅を求めて，（3）式からV8WRを算出した。

　V3WRが決まると（2）式からρ1，ρ2が決まる。同様にしてα，αも求まる。（5），（6），

（7），（8）等の式からρ”，α，δも決まる。共振周波数9402峨で下記の結果を得た。

毛＿ド　「　ρ工　五
　　　（3ろ）　　ρ1　　　ρ・

ρ。

ρ1 暑1音缶署壮＾ δ

r亙012　　13．5　　　0．111　　　0．101　　　0．214　　　0．194　　　0．520　0．2672，392，648．0513423　　0，971

r亙013　16．7　0．130　0．041　0．240　0．076　0，540α2301，775，606．7217361　×10・6m一一

　　　　　　　　　　　　　　　　4。結　　　　　語

　空胴共振器の結合の位置を適当にすれば，求める周波数に対してρ1，ρ2，ρ。をρ0に比し

て大きくすることが出来るし，共振器の結合窓の位置が決まっているとき，ある周波数帯に

対してρ1，ρ2，ρ”等を大きくすることが可能である。ここで示した方法の利点は測定の煩わ

しさは避けられないが，測定可能な共振周波数に対して，任意の周波数での空胴共振器の管

壁損失を高い信頼度で測定可能にしたことである。ただτE012モードとTE0コ3モードとでの

共振器構造上の損失の違いが無視出来ると云う点に問題が残る。
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